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中学校数学教育に おけるWeb 教材 の 開発と実践
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〔概要 〕ネ ッ トワ ーク の 利 用 に よ る 中学校数学にお ける Web 教材 （Windows 版 中学校 数学 ドリル

や様 々 な コ ン テ ン ツ ）の 開発 とそ の Web ペ ージ を利用 した実践 を報 告す る。
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，
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1　 は じめ に 皿 　数学教 育 に おけ る 「Web 教材 の 開発 」

　本校は ，ネ ッ トワ
ー

ク に 接続で きる コ ン ピ ュ

ー
タ が 150 台あ り，各 普通 教室 に も端末 が あ

る 。 平Pt　i　2 年 9 月 よ り ， イ ン タ
ーネ ッ トを利

用 した各家庭 へ の 教 育情 報提 供 を開始 し，毎 日

の ホ ーム ペ ージ の 更新，お よ び ， メ
ー

リ ン グ リ

ス トに よ る学校情報 の 提供 を行 っ て い る。

　そ こ で ，こ の ネ ッ トワ
ー

ク を 利用 した 中学校

数学教育 に お け る 厂Web 教材 の 開発 と実践」 に

つ い て の 実践を報告す る 。

ll　 ネ ッ トワ
ー

クに よ る 「校務の 情報化」

　今 回 の 開発 の 中心 とな るの が 中学校数学に お

け る 「数楽 Web 教材」 で あ る 。 こ れ は ，中学校

1年か ら 3 年 まで の 全カ リキ ュ ラム を Web 上 に

公 開 し ， 生徒 向けの 表 現で 学習の 見通 し を持 つ

よ うに で きる ための もの で あ る。 また ，様 々 な

ホ ー ム ペ ー
ジ へ の リ ン ク， ドリ ル 学習 ソ フ トや

シ ミ ュ レ ーシ ョ ン ソ フ トの 開発 ， こ れ らの 連携

した Web 教材 を 「数楽 Web 教材」 と した 。

1 ．学習の 連続性を意図 した 「数楽Web 教材」

　生徒は 授業 と授業 との 間に事前事 後に 「授業」

と連動 した 「数 楽 Web 教材」 に取 り組 む 。

　本校 の IT 環境 を利 用 し， 全教員 ，生徒 ，保

護者 に メ
ール ア ドレ ス を割 り振 り，情報 の 提供 ，

メ
ー リン グ リス トに よ る情報 交流を行 っ て い る 。

校 務関係 で は ，ペ ーパ レ ス 会議，メ
ー

ル に よ る

情報提 供 ， 情報 の 共有 ， 学籍 情報 の デ ジ タル 化 ，

成績処 理 の 自動化 ， 生 徒指導要録 の デジ タ ル 化 ，

ペ ーパ レ ス 会議 ，デ ジ タル 学級 日誌 ，デジ タ ル

出席 簿な どを行 っ て い る。各家庭 へ の 毎 日 の 学

校生活 の 様子 を WEB に ア ッ プ，全 PTA 会員

へ の メ
ー リ ン グ リス トの 構 築 と毎 日メール に よ

る情 報提 供 な ども行 っ て い る。ま た ，地 震な ど

の 緊急情 報 な どを全家庭 に
一

斉メ ール （携 帯 メ

ール な ど） へ の 送信 も完了 して い る。
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図　数楽Web教材メ ニ ュ
ー
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　 こ れ に よ り，授業開始時に 本 時の 学習 内容 が

明確 に なる と ともに ，挙習 の 進 め 方 がわ か り，

学習 の 連続性 が 維持 され る 。

　 こ の 「数楽 Web 教材 」 は ， 学年 ， 単元 ご とに

メ ニ ュ
ーを構 築 した 。

　 生徒
一

人
一

人は

ル
ープ交流が で きる よ うな環 境を整 え て お く。

・
こ の 授業 時 間 に は ，何 を学習 す るか わか

っ て い る 。

・そ の 学習 す る内容 の 学習 の 進 め方 ・手 だ

て が分 か っ て い る1
・前時 の 授業及び 授業時間以外 の 個人 学習

活 動 か ら本 時 の 授 業 で の 自分 の し なけれ ば

な らな い 学習を し っ か りと把握 して い る。

・個 で の 学 習時間 と集団で の 学 習時 間 とを

明確 に 区別 し て 行 い ，学習 の 連続 性 を 大切

に する こ と に よ り，授業開始 時 に 本時 の 学

習 内容 が 明確 に な る とと もに，学習 の 連続

性 が 維 持 され ，主 体的な学習に 取 り組 め る

よ うに な る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

2 ．実践例 　 3 年 関数

　数 楽Web 教材 3 年 関数 「図形 の なか に 現 れ

る 関数 とは ？ （3409）」 で は ， 第 1 時 に こ の 問

題 に各 自取 り組み ，「時間の 経過 に と もな っ て 変

化す る量 を見 つ け，そ め様子 を調 べ よ う。 」 とい

う課 題 を追究 し，自分 の 追究 した い 課 題 に つ い

て ，ノ
ー トに 自分の レ ポ ー トと して ま とめ る 。

　各 自取 り組 ん だ り， 自作 の コ ン ピ ュ
ー

タ シ ミ

ュ レ ーシ ョ ン で 確認 した り，同 じよ うな 内容 に

取 り組ん で い る子 と交流 した り して ，自分な り

の 追究方法で 考えを深 めて い く時 間 とした 。

　本時 まで に ，生徒は そ れ ぞれ の 課題 追 究 を し

て お き ， 教師 は それ ぞれ の 追究段 階 をふ ま えた

課題 別 グル ープ を構成 し て お く。 ま た ， グル
ー

プ 交 流が しや す い よ うに ， 核 となる ノ
ー

トを 拡

大 コ ピ ー
して お き ， ホ ワ イ トボー ドに 貼 り付 け

掲示 して お く。また ，グル
ープ構成を ホ ワイ ト

ボー
ドに 掲示 して お き，授業開始 後 ， す ぐに グ

図　関 数 メ ニ ュ
ー

図　 図形 の なかに 現れ る関数画 面

　　　 図　図形 の なかに 現れ る関数画 面

　掲示 して あ る ノ
ー トの 生徒 か ら， どん な関 数

で あ るか を根 拠 を明 らか に して 説 明する 。そ の

説 明 の 中で，不十 分 な点 をお 互 い に ，交流 し，
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どん な関数で あ る か を根 拠 を明 らか に して い く。

　 「一般化」 に こ だ わ っ て今 まで 授業 を進め て

きて い る の で ， 本 時 の 「一般 化 は で き な い の

か ？」 と高校の 範囲 で は ある が ， 表や グ ラ フ や

式 か ら 2 次 関数 で あ る こ とを説 明 し よ うと取 り

組 ん で い た 。

　授業の ま とめ で は ，そ れ ぞれ の 交流 か ら学 ん

だ こ とをノ
ー トに レ ポー トとして ま とめ ， どん

な関数で あ るか 明 らか に し た 。 高校の 範囲 ま で

追 究 し て い た グル ープ が あ る こ とも紹介 し ， 原

点を通 らない 放物線 の 存在 ， グ ラ フ を移 動 させ

る こ とに よ っ て ， 確 認 で きる方法 な どを全体交

流 した 。

　授 業後 ，追究 の 様子 を確認す るた め に ノ
ー

ト

を集め
， 授業後 の レ ポー

トの 発 展 を 「数楽 We

b 教材」 として ア ッ プ した 。

　 授 業反省 は，自分 な りの 言 葉 で ま とめ ，学 ん

だ こ と，追究 して わ か っ た こ とな どを ま とめ た 。

保 された こ と，追究 する 方法 が 多様 に あ り，そ

れ に応 え る仲 間 とともに ，学 ぶ 意 欲 が こ の 深 い

追 究 に つ なが っ た と考 え る 。 また ，常 に ， 簡潔 ，

明確 ，統合の 視点 に こ だ わ り交 流す る こ とで
，

生 徒は ，
「こ の 関数の 一般 化 ， y ＝ aZ2 ＋ bX

＋ c は ど うな るの だ ろ うか 。 」 と こ だわ りを もっ

て 追究で きた の で は ない か と考 える 。

　 ま た ，今年度は ， 自分の 数学観を確 立す る手

だ て の 「 つ として ，
「MathMAP 」 を各自作成 し

て い る．。

爍櫻濕藻鷲
　 　 は い っ で も どこ で も利 用す る こ とが可能 で あ る。

　　　　　　図　授業後の ノー ト

　 ノ ー トか ら分 か る よ うに ，表やグ ラ フ ，図を

活用 しなが ら，追究 レて い る こ とがわか る 。 課

題 別 グル ープに よ り
， 個 々 の 追究時 間が 十分確

3．Wind。 ws 版中学校数学 ドリル の 開発 と実践

　全カ リキ ュ ラ ム の 「数楽 Web 教材」 とリ ン ク

し，基確基本 の 定 着 を 目指 した 数学 ドリル 学 習

ソ フ トの 開発 を行 っ た。

（1）開発の 基本方針

　 ドリル 学 習 ソ フ トの 開発 の 基本 方針を 「簡単

τ使いや す い 亅 と し ，

一
連の ドリル 型学習 ソ フ

トを 自作 した 。 これ は ， コ ン ピ ュ
ー タを利 用 す

る側 の 教師 も使 う側 の 児童 ・生 徒も初心 者で あ

っ て も簡単に ，違和感な く， コ ン ピ ュ
ー タ利 用

に 戸惑 うこ とな く使 え る よ うに す るた め で あ る。

　 『数 と式』の 領域 の す べ て の 内容 と 『数量 関

係 』の 領域 の 「比例 と反 比例 」 「1 次 関数亅 「関

数」 の 内容の 学習 が 可能で ある 。

　 1 コ ー
ス で 5 問出題 し， 1 問 に つ き， 3 回 ま
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で 入 力 で き ，
3 回 間違 え る と正解 を表 示す る 。

1 コ ー
ス 5 問 を終 了す る と ， 時間 ， 得点 ， 正答

率 ， 総合 評 価 を表 示す る 。 そ れぞ れの 学習内容

は，フ ロ ッ ピ ィ ディ ス ク に 保存 で き，評価 分析 ，

誤 答分析 ，個別 プ リ ン トの 作成 も可 能 で あ る 。

　　　図　正 の 数 ・負の 数の 評価画面

　 こ の よ うな数学 ドリル と全学 年全 単 元 に対 応

した シ ミ ュ レ ーシ ョ ン ソ フ トや ド リル 学習 ソ フ

トの 開発 ，お よび ，流通 も行 っ た 。 昨年度まで

は CD − R に て 配布 して い た が ， 今 年度 か らは

Web ア プ リケーシ ョ ン 化 し ，
　 Web ペ ージ上 か

ら利用 可能 に した 。

　　図　Web版 中学校数学 ドリル学 習 ソ フ ト

　その 他 に も，楽 し く学ぶ 算数数学プ ロ ジ ェ ク

トの 基礎基 本問題 ，数学 コ ン テ ン ツ 開発 協議会

開発 の コ ン テ ン ツ な ど と連動 す る こ とに よ っ て ，

「数 楽 Web 教材」が より意 味の ある も とにな り，

どの よ うな授 業 ス タ イ ル に も ， 家庭 学 習に も対

応で き る よ うに な っ た 。

IV　さい ごに

　 ネ ッ トワ ー
ク を有効に活 用 した 中学校 数学で

の 「数楽 Web 教材 j や ド リル ・シ ミ ュ レーシ ョ

ン ソ フ トの 開発 を行 っ て きた 。 今後 も ， 効果的

に 利用 して数学の 授業実践を し て い きた い 。

http：〃www ．crdc ．gifu
・
u ．ac ．jp1−・ando ／index．htm 正
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